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 艦艇ステルス化のための数値流体力学

 翼端渦の詳細な数値解析

 メッシュ解像度と解析

 

研究のねらい

キャビテーションは、流れによる局所的な低圧部に気泡が発生する現象であ

ビテーションが発生すると、

に、プロペラ

較的低い船速から発生するため、その予測

である。しかしながら、一般に翼端渦は細く、

かにすることは実験的にも、数値的にも難しい課題である。

した、翼端

 

研究内容

 本研究では、

した計測結果と比較した。メッシュ解像度が不充分な場合は、実験

小に評価する傾向が

ができた。図１は、翼端渦キャビテーションの発生様相の一例であり、図２は本研究で対象としたプロペラ

の形状である。
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